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平成 13年 5月 10日 

ユニパルス㈱ 平成 13年 3月中間期 中間決算参考資料 
 

1． 中間期の業績  （金額単位：千円） 

 平成 13年 9月期 前年同期比較 対前年同期比 
売上高 1,957,417  390,121 増  24.9% 増 
売上原価 1,211,094  188,240 増  18.4% 増 
売上総利益 746,322  201,880 増  37.1% 増 
販管費 428,806  89,685 増  26.4% 増 
営業利益 317,516  112,195 増  54.6% 増 
営業外収益 3,710  89,108 減  96.0% 減 
営業外費用 18,978  3,587 減  15.9% 減 
経常利益 302,247  26,673 増  9.7% 増 
特別利益 22,186  2,191 増  11.0% 増 
特別損失 144,074  144,074 増   － 
税引前利益 180,359  115,209 減  39.0% 減 
法人税等 146,859  9,590 増  7.0% 増 
法人税等調整額 63,810  63,810 増   － 
当中間利益 97,310  60,990 減  38.5% 減 
発行済株式数 4,779,000株  32,000株 増  0.7% 増 
一株当たり利益 20円 49銭  12円 86銭 減  38.6% 減 

※ 中間決算制度導入後（平成 9年 3月中間期より）の過去最高 

 売 上      1,957,417  千円 （平成 13年 3月期） 
 経 常 利 益      302,247  千円 （平成 13年 3月期） 
 当期純利益 158,301  千円 （平成 12年 3月期） 

 

2． 売上の明細 （金額単位：千円） 

 平成13年9月期 前年同期比較 増減内容 
ウェイング 462,769  53,974 増 新製品 F805、F156 の投入 
ファクトリーオートメーション 497,942  100,268 増 新製品 F371、F600 の投入 
環境 85,470  73,489 減 地震計の減少 
ロジスティクス 572,773  305,750 増 CMSの増加 
セキュリティ 71,511  12,451 増 金融端末器の増加 
情報・通信 86,667  6,206 減 － 
その他の電子機器 55,310  26,879 減 修理,改造,開発費売上の減少  
製品計 1,832,445  365,869 増 － 
商 品 124,972  24,252 増 mmeyeの増加 
合 計 1,957,417  390,121 増 － 
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3． 製造原価の明細  （金額単位：千円） 

 平成 13年 9月期 前年同期 増減内容 
材料費 577,845 453,624 売上の増加による 
外注加工費 165,195 108,493     〃 
労務費 313,763 280,006 10名増加 
経費 117,702 107,079 事務用消耗品等の減少による 
合計 1,174,507 949,202 23.7%増（売上 24.9%増） 
経費の内訳    
 デザイン料 17,715 24,298  
 消耗器具備品費 6,629 5,169  
 旅費交通費 17,745 7,988 CMS出張旅費増加 
 支払手数料 1,788 2,080  
 水道光熱費 6,917 6,641  
 リース料 4,798 4,481  
 修繕費 2,004 9,230  
 減価償却費 33,023 32,200  
 事務用消耗品費 5,568 4,266  

 

4． 売上総利益の明細 （金額単位：千円） 

平成 13年 9月期 平成 12年 9月期 
 

金額 粗利率 金額 粗利率 
増減内容 

  %  %  
ウェイング 253,119 54.7 201,364 49.3 売上の増加による 
ファクトリーオートメーション 229,380 46.1 203,992 51.3     〃 
環境 24,420 28.6 33,666 21.2 地震計の減少による 
ロジスティクス 237,238 41.4 113,141 42.4 売上の増加による 
セキュリティ 20,778 29.1 ▲4,959 ▲8.4 金融端末器コスト改善による 
情報・通信 17,076 19.7 34,404 37.0 売上の減少による 
その他の電子機器 83,020 ▲50.1 ▲76,959 ▲93.6  
製品計 698,991 38.1 504,647 34.4  
商 品 47,341 37.9 39,795 39.5 売上の増加による 
合 計 746,332 38.1 544,442 34.7  
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5． 販管費の明細  （金額単位：千円） 

 平成 13年 3月期 平成 12年 3月期 増減内容 
労務費 241,023 199,007 10名増加による 
経費 187,783 140,113  
計 428,806 339,121 26.4％増（売上 24.9％増） 
経費の内訳    
 運搬費 8,551 7,662 売上増による 
 広告宣伝費 29,946 15,938 ドラックストアショー展示他 
 販促促進費 1,201 2,415  
 旅費交通費 15,001 12,140 人員増による 
 通信費 9,155 8,096    〃 
 事務用消耗品費 8,055 10,488  
 採用募集費 6,886 6,556  
 修繕費 6,162 5,624  
 支払手数料 15,008 11,801  
 家賃等 15,291 8,237 人員増による 
 減価償却費 22,317 17,167 車軸運搬具の増加による 

 

6．営業外収益の明細  （金額単位：千円） 

内 訳 金 額 内 容 
受取利息 770 定期預金利息 他 
受取配当金 530 株式配当金  他 
雑収入 1,341  
その他 1,067  

計 3,710  

 

7．営業外費用の明細  （金額単位：千円） 

内 訳 金 額 内 容 
支払割引料 3,468  
支払利息 15,425 銀行借入利息 
その他 84  

計 18,978  

 

8．特別利益の明細  （金額単位：千円） 

内 訳 金 額 内 容 
償却債権取立益 1,485  
匿名組合投資利益 20,452 レバレッジド・リース損益 
その他 248  

計 22,186  

 

9．特別損失の明細  （金額単位：千円） 

内 訳 金 額 内 容 
固定資産除却損 201  
退職給付変更時差異 1,113  
会員権評価損 142,760 ゴルフ会員権 

計 144,074  
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10．キャッシュフローの主な理由 （金額単位：千円） 

科 目 金 額 増減内容 
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税引前中間（当期）純利益 180,359  
 減価償却費 55,341  
 貸倒引当金の増加額（△は減少額） △5,806  
 賞与引当金の増加額（△は減少額） △4,927  
 退職給付引当金の増加額 7,076  
 役職退職慰労引当金の増加額 7,257  
 受取利息及び受取配当金 △1,891  
 支払利息 15,425  
 有形固定資産除却損 201  
 会員権評価損 142,760  
 匿名組合投資利益 △20,452 レバレジッド・リース益 
 売上債権の増加額 △140,098 売掛金（ＣＭＳの売掛金４,５月で回収） 
 たな卸資産の増加額 △47,213 物品監視システムの生産開始 
 仕入債務の増加額（△は減少額） △134,046 物品監視システムの仕込開始 
 未払消費税等の増加額 3,841  
 役員賞与の支払額 △23,000  
 その他 7,836  

小 計 42,665  
 利息及び配当金の受取額 1,752  
 利息の支払額 △16,736  
 法人税等の支払額 △158,469  
 営業活動によるキャッシュ・フロー △130,788  
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   
 投資有価証券の取得による支出 △33,001 ＥＱＵＡＴＯＲの株式購入 
 有形固定資産の取得による支出 △185,567 土地の購入等 
 長期前払費用の取得による支出 △17,305 ＥＱＵＡＴＯＲとのライセンス契約 
 匿名組合投資の減少による収入 9,592  
 その他 824  
 投資活動によるキャッシュ・フロー △225,457  
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増加額 404,000 売上債権の増加,仕入債務の増加対策 
 長期借入による収入 150,000 土地購入資金 
 長期借入金の返済による支出 △128,392  
 株式の発行による収入 28,830 ストックオプションの権利行使 
 配当金の支払金額 △66,217  
 財務活動によるキャッシュ・フロー 388,220  
Ⅳ 現金及び現金同等物に関わる換算差額 △133  
Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（△は減少額） 31,840  
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 380,767  
Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 412,607  
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11．期末従業員数  （単位：人） 

 当中間期末 前中間期末 増減内容 
技術部 53 47 開発力の強化 
製造部 28 29  
資材部 7 8  
製造部門計 88 84  
営業部 45 37 営業力の強化 
経営企画室 11 8 経営企画の強化、IRの補強 
経理部 5 6  
販管部門計 61 51  
合 計 149 135  

 

12．平均給与等 

 当中間期 前中間期 
平均年齢 35.0才 33.8才 
平均給与 367,207円 309,775円 

※ 平均給与（税込）は,それぞれ３月の平均額で基準外賃金を含み,賞与は含まれておりません。 
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13．各種指標の推移 （金額単位：百万円） 

項 目 
第 33期 
（当中間期） 

第 32期 
中間期 

第 31期 
中間期 

第 30期 
中間期 

第 29期 
中間期 

売上 1,957 1,567 1,294 1,679 1,484 
売上総利益 746 544 453 659 579 
営業利益 317 205 115 313 264 
経常利益 302 275 103 286 249 
当期利益 97 158 53 156 145 
現・預金 675 939 539 648 759 
受取手形 182 304 173 307 280 
売掛金 933 715 608 625 515 
有価証券 － 169 185 217 590 
棚卸資産 1,461 1,031 939 872 815 
流動資産合計 3,302 3,154 2,465 2,691 2,989 
建物 954 990 1,037 146 158 
土地 1,420 1,265 1,265 1,265 598 
建物仮勘定 － － 14 － － 
その他 209 186 177 362 128 
有形固定資産合計 2,584 2,442 2,494 1,773 885 
無形固定資産 26 34 9 14 22 
投資等 624 340 361 388 411 
総資産 6,538 5,971 5,331 4,868 4,309 
支払手形 574 518 427 415 408 
買掛金 149 94 74 103 131 
短期借入金 583 368 113 97 74 
1年内長期借入金 232 272 190 190 162 
賞与引当金 88 82 82 77 72 
流動負債合計 1,944 1,559 971 1,143 1,060 
長期借入金 694 771 905 643 381 
役員退職慰労引当金 314 300 288 275 261 
匿名組合債務 － 87 108 227 267 
固定負債合計 1,015 1,159 1,303 1,151 918 
資本金 840 825 825 714 714 
資本合計 3,578 3,252 3,056 2,573 2,330 
      
1株当たり中間純利益 20円 49銭 33円 35銭 11円 31銭 35円 96銭 33円 51銭 
1株当たり株主資本 748円 75銭 685円 19銭 643円 88銭 592円 07銭 536円 21銭 
      
総資本純利益率 1.6% 2.7% 1.0% 3.3% 3.6% 
売上高中間純利益率 5.0% 10.1% 4.1% 9.3% 9.8% 
売上高経常利益率 15.4% 17.6% 8.0% 17.0% 16.8% 
資本回転率 0.3回 0.3回 0.2回 0.4回 0.4回 
ROE（株主資本利益率） 2.7% 4.9% 1.7% 6.2% 7.0% 
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14．通期の業績予想の根拠  

(1) 売上総利益見込み （金額単位：千円） 

 下期売上 下期総利益見込額 粗利率 
ウェイング 421,614 233,978  55 ％ 
ファクトリーオートメーション 460,413 231,573  50 〃 
環境 89,000 25,460  29 〃 
ロジスティクス 239,551 114,984  48 〃 
セキュリティ 197,000 78,800  40 〃 
情報・通信 74,000 23,190  31 〃 
その他の電子機器 55,566 ▲40,563  ▲73 〃 
製品計 1,537,144 667,442  43 〃 
商 品 176,610 76,712  43 〃 
合 計 1,713,754 744,134  43 〃 

(注)上期下期売上総利益見込みは上期実績に対して以下の変化を見込んであります。 

① 物品管理システムの販売を見込んでいるため、高収益品の構成が高くなる事。 
② ＣＭＳの安定生産に伴うコストダウンを見込み、粗利率の向上。 
③ ブロードバンド通信システムのソリューションビジネスの販売を見込んでいるため、高

収益品の構成が高くなる事。 
④ 金融端末のコストダウンを見込み、粗利率の向上。 

 

(2) 通期の業績予想の根拠  （金額単位：千円） 

 上期実績 下期見込み 通期予想 
売上 1,957,417 1,713,754 3,671,171 
売上原価 1,211,094 969,620 2,180,714 
売上総利益 746,322 744,134 1,490,456 
販管費 428,806 426,058 854,864 
営業利益 317,516 318,076 635,592 
営業外利益 3,710 3,742 7,452 
 〃 費用 18,978 15,341 34,319 
経常利益 302,247 306,477 608,724 
特別利益 22,186 143,890 166,076 
特別損失 144,074 － 144,074 
税引前利益 180,359 450,367 630,726 
法人税等 83,049 184,650 267,699 
税引後利益 97,310 265,717 363,027 

 

(3) 決算短信での業績予想について 

(1)、(2)の結果、当初予想とほとんど変更なく今通期を想定できますので、平成 12 年 9 月期

の決算短信の業績予想を変更せずに、そのまま開示しております。 

 


